
―金沢美術工芸大学のデザイン教育―
2017年3月7日（火）～5月14日（日）
会場　柳宗理記念デザイン研究所　展示資料室2
〒920-0902　金沢市尾張町2-12-1　
Tel.076-201-8003
休所日　毎週月曜日（但し3月20日は開所）
開所時間　9:30~17:00
入場料　無料

主催　金沢美術工芸大学　柳宗理記念デザイン研究所　　
後援　北國新聞社 ［写真下］堤正弘《ポータブル・ミシン・デザイン》1958

［写真上］森嘉紀、藤浦鋭夫、無量井三郎《トラクター原寸木型模型》1961



　1955年（昭和30）、金沢に美術工芸大学が生ま
れました。戦後いち早く1946年に設置された美術
工芸専門学校が、1950年の短期大学を経て、新
制大学の仲間入りをしたのです。
　それまで美術科と工芸科から成っていた学校
はこのとき、美術学科と産業美術学科に大きく衣
替えしました。戦後日本が国を挙げての産業化へ
と舵を切るなか、現在でいうデザインにあたる産業
美術をかかげたこの再編は、地域に貢献するデザ
イナーを育てるという産業界の要請にこたえるもの
でした。金沢が擁する繊維産業、陶磁器産業はま
だ輸出の花形産業であり、日本の戦後復興の牽
引者でしたから、地元の産業に貢献する教育機関
は金沢市にとっても重要だったのです。
　産業美術学科の新設にあたって講師として招
かれたのが、当時デザイナーとして第一線で活躍
していた柳宗理（1915—2011）や大智浩（1908—
1974）でした。彼らのもとからは多くの優秀な卒業
生が巣立ち、日本の高度経済成長以降のデザイ
ンを支えていきます。この先見性と社会に貢献する
姿勢は職員や学生を鼓舞しましたし、またその活
動によって金沢美術工芸大学の声価をより一層高
めることができたといえるでしょう。
　本展はこうした大学創成期のデザイン教育に焦
点を当てて、1950年代の教育活動を同時代のデ
ザイン活動と合わせてご紹介しようとするもので
す。この時代のデザイン関係者の熱い思いとそれ
を見守った金沢市民の温かいまなざしから、今一
度デザインのあるべき姿を思い起こしていただけ
れば幸いです。

■講演会　
4月 8日（土）

4月22日（土）

いずれも13：00より　参加無料・申込不要
会場：柳宗理記念デザイン研究所 2Fレクチャールーム

■学芸員による展示解説
4月16日（日）、4月23日（日）、5月7日（日）　いずれも14：00より

森　仁史（柳宗理記念デザイン研究所シニア・ディレクター）
「金沢美大と日本デザイン―1950 年代に始まるサクセスストーリー」
清水忠男（金沢美術工芸大学大学院専任教授）
「日本デザインの拓いた世界：1960―70年代への継承と国際化への進展」

北鉄バス
JR金沢駅東口3番バスのりばから
・尾張町もしくは、橋場町（金城楼前）下車徒歩3分
広坂・21世紀美術館バス停から　
・城下町金沢周遊バス左回り　
・橋場町（金城楼向い）下車徒歩3分

①産業美術学科棟入口
②産業美術学科今週の課題
③柳宗理《バタフライ・スツール》1956
④金沢美大開学記念講演会・展示会ポスター1956

⑤大智浩講演会「現代の商業デザインについて」1956
⑥大智浩『ポスターのデザイン』1956
⑦重原保男《伝説　十和田湖物語》1959
⑧長谷川栄一、山岸政雄、高田久志、吉田晨祐
   《テレビタイトルの朝から晩まで》1959
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